























































"Now, what I want to tell the children."






















































































































































































































































































































































































































































































































































　　（1916 ～ 1975）昭和 17 年日本教育紙芝居協
会に入会。23 年民主紙芝居人集団を結成し
て、戦後の紙芝居運動の推進役となる。32
年童心社創立。44 年子どもの文化研究所設
立。出版社営業の傍ら児童文化活動に活躍し
た。脚本に「平和のちかい」「おかあさん」
など多数。『20 世紀日本人名事典・日外アソ
シエーツ編』
注３）川崎大治（かわさき　だいじ）
　　（1902 ～ 1980）北海道生まれ。戦前はプロレ
タリア文学の作家として活躍。戦後は日本児
童文学協会の設立に参加。紙芝居は戦時中よ
り創作活動を展開。戦後の教育紙芝居活動の
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中心人物の一人。数多くの童話、民話、紙芝
居の作品を発表。代表作に「太郎熊次郎熊」
「池にうかんだびわ」（第 1 回五山賞作家賞）
「おおきなだいこん」（第 6 回五山賞作家賞）
などがある。『紙芝居、かぜのくれたテーブ
ルかけ　執筆者紹介・童心社』
注４）堀尾青史（ほりお　せいし）
　　（1914 ～ 1991）作家・児童文化研究者。戦
前より「日本教育紙芝居協会」設立に参加、
「うづら」「芭蕉」など文芸的な紙芝居脚本を
執筆。戦後も教育紙芝居活動の指導的役割を
果たす。作品に「こねこちゃん」「くじらの
しま」他多数。共編著「紙芝居－創造と教育
性」（童心社）宮沢賢治研究者としても知ら
れ、「校本・宮沢賢治全集」（筑摩書房）他の
編者。『紙芝居、のばら　執筆者紹介・童心
社』
注５）安泰（やす　たい）
　　（1903 ～ 1979）学生のころから「コドモノ
クニ」に童画を描き始める。32 年に松山文
雄らと新ニッポ童画会を、46 年に武井武雄、
初山滋らと日本童画会を、64 年にいわさき
ちひろ、滝平二郎らと童画グループ「車」を
結成し、日本の童画の発展の中で重要な役割
を果たした。画風は、しっかりとしたデッサ
ンに基づく動物を描くことに特徴があった。
『児童文学辞典・東京書籍』
注６）・加太こうじ 1979『紙芝居昭和史』旺文社
　　・上地ちづ子 1997『紙芝居の歴史』久山社
　　・石山幸弘 2008『紙芝居文化史－資料で読
み解く紙芝居の歴史－』萌文書林
注７）・鬢櫛久美子・野崎真琴 2009「戦時下にお
ける紙芝居の議論－雑誌「紙芝居」を中心に
－」名古屋柳城短期大学研究紀要 31 号
　　・神奈川大学日本常民文化研究所　非文字史
料研究センタ－編集・発行 2013『戦時下大
衆メディアとしての紙芝居－国策紙芝居とは
なにか』（図録）
注８）鬢櫛久美子 2015「紙芝居研究の現状と課
題」研究情報　子ども社会研究 21 号
正司顯好　（埼玉東萌短期大学教授）
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